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https://www.data.jma.go.jp/morioka/shosai/geology_kouhatujishin.html

この領域でM7以上の地震が発生した場合に、
北海道・三陸沖後発地震情報を発信して、
大きな地震の発生への備えを呼びかける！

三陸沖、北海道沖
M7クラスの地震が発生したあとに、さらに大きな地震が
発生する事例アリ！

例１ 1963年択捉島南東沖地震 M7→M8.5（18時間後）
例２ 2011年東北地方太平洋沖地震 M7.3→M9.0（2日後）

https://www.data.jma.go.jp/morioka/shosai/geology_kouhatujishin.html

https://www.data.jma.go.jp/morioka/shosai/geology_kouhatujishin.html https://www.data.jma.go.jp/morioka/shosai/geology_kouhatujishin.html
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北海道・三陸沖後発地震注意情報

・この地域は、一度発生するとその周辺で続いて大きな地震が発
生することがあります

・M7以上の地震発生で注意情報が発信されます

・情報が発信されたら備えの再確認とすぐに避難できる体制の準
備を！

• 想定津波高と震度

• 津波高
• 日本海溝沿い
• 福島県南相馬市で19m
、宮城県気仙沼市で
16m、岩手県宮古市で
30m、青森県八戸市で
27m、

• 千島海溝沿い

• 北海道えりも町や釧路
町で28mの高い津波。

• 震度
• 日本海溝沿い

• 岩手県大船渡市や青森
県六ケ所村で6強、

• 千島海溝沿い、北海道
えりも町や厚岸町で7の
強い揺れ。

参考：この地域は過去に多くの地震が発生している地域

最近の地震の解析ではアスペリティ分布も
推定可能！地震の壊れ残しを推定可能か？

既往地震の波源域分布

まんべんなく、津波を起こす地震が発生し
ている地域であることがわかる。

おわりに
• 東北地方太平洋沖地震は、巨大な断層運動。

• 日本はどの場所においても地震による強い揺れに
見舞われる可能性はある。

• 揺れは、地盤の影響で、市内でも異なる。

• 三陸でM7の地震が発生した場合、もしかしたらより
大きな地震は発生する場合があるかも。

• 揺れやすさの把握、構造物の耐震対策、事前にで
きることはいくらでもある。防災は，まず自分の家庭
からスタート

• 天災は忘れた頃にやってくる（寺田寅彦）

• 備えあれば憂い無し
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